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論文の内容の要旨
（目的）
　ネコの前肢の屈筋運動ニューロンは，同側の皮膚神経の刺激に対し，少数のシナプスを介する入力を受けて，
反射性の興奮性応答を示す。この興奮性応答は，前肢歩行リズムの励起時にリズミカルに変化し，屈筋活動相で
大きくなり，伸筋活動相で小さくなる。反射性応答の大きさのこのような変化は，皮膚反射経路の活動が，脊髄
頚膨大部に存在すると考えられる前肢の歩行の申枢パターン発生器（CPG）によってリズミカルに修飾された結
果と予想されている。しかし，前肢のCPGがどのような機序で屈筋群の活動を修飾するのかは明らかでない。著
者等は，前肢のCPGの構成と作用機序を解明することを最終的目標として一連の研究を行ってきた。本研究は，
前肢の神経に歩行様神経活動を発生させた時（fictive1oco㎜otion時）に，CPGは皮膚反射経路のどの段階に作用
するのか，また，異なる屈筋群の運動ニューロンの反射1生活動にどのような影響を及ぼすのかを，細胞内記録さ
れたシナプス電位の振幅の変化を指標にして解析した。
（方法）
　実験には7頭の成熟ネコを用い，ハロセン麻酔下で，歩行標本作製のための一連の手術を行った後，上丘吻側
レベルで除脳した。その後麻酔を止め，ネコに筋弛緩薬を投与して非動化してから人口呼吸を施した。一部のネ
コでは，麻酔停止後，前肢の神経に自発的なfiCtiVe1OCO㎜Oti㎝が認められたが，他のネコでは中脳歩行野および
上部頚髄側索を連続的に電気刺激することによりfiCtiVe1OCO㎜OtiOnを誘発した。前肢の末楕神経の刺激および神
経活動の記録には白金双極電極を用い，運動ニューロンからの細胞内記録にはガラス管微小電極を用いた。細胞
内記録の対象としたのは，主として，肘関節の2種類の屈筋（上腕筋Br：上腕二頭筋Bi）の運動ニューロンで，
各神経の刺激で誘発される逆行性スパイクにより同定した。スパイクの振幅が60狐V以上の運動ニューロンのみ
を解析の対象とした。Fictive1oco㎜otion時およびその前後に皮膚神経（棲骨神経浅枝：SR）に電気刺激を加え，
誘発される興奮性シナプス後電位（EPSP）の振幅の変化を系統的に解析した。
（結果と考察）
　コントロール時（fictive1oco㎜otion前）およびfictive　ioco㎜oti㎝時にSRを刺激すると，Brと盲iのどちらの運
動ニューロンでも3シナプス性のEPSP（SR－EPSP）が誘発された。Fictiveloco㎜otion時のSR－EPSPの振幅は，
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BrとBiのどちらの運動ニューロンでもリズミカルに変化し，伸筋活動相で大きくなり，屈筋活動相で小さくなっ
た。しかし，コントロール時のSR－EPSPの振幅は，Br運動ニューロンの方がBi運動ニューロンよりも大きかった。
また，Fictive1oco肌otion時のSR－EPSPの振幅は，Br運動ニューロンでは屈筋活動相でコントロール時より大き
くなり，伸筋活動相で小さくなったが，Bi運動ニューロンでは常にコントロール時より大きかった。どちらの
運動ニューロンでも，膜抵抗はfictive1ocomotion時に顕著な変化を示さなかったので，これらの変化が運動ニュー
ロンより前のレベルで起こっていることが示された。
　以上の結果とこれまでに得られている知見を総合すると，fictive　loco㎜otion時にCPGはこの皮膚反射経路の最
終介在ニューロンの活動をリズミカルに修飾し，その結果，肘関節の屈筋運動ニューロンにおけるSR－EPSPの
振幅がリズミカルに変化するものと考えられる。また，屈筋活動相におけるSR－EPSPの増大はBr運動ニューロ
ンとBi運動ニューロンの両方で見られるが，伸筋活動相におけるSP－EPSPの減弱はBr運動ニューロンでのみ見
られるので，屈曲運動ニューロンの中でも各運動ニューロン群の機能に対応して，関係する最終介在ニューロン
ヘの調節系も分化しているものと考えられる。Fictive1oco服oti㎝時に見られるこの皮膚反射の修飾は，歩行申
に障害物を越えて肢を前に出したり，障害物によって転倒するのを防いだりするのに有効であろう。
審査の結果の要旨
　本研究は，除脳ネコを用い，歩行様神経活動（fictive1oco㎜oti㎝）が皮膚刺激による屈筋運動ニューロンの
EPSPをリズミカルに修飾することを指標にして，歩行の中枢パターン発生器（CPG）が前肢の皮膚反射経路に
作用する機序を明らかにした。すなわち，中枢パターン発生器は皮膚反射経路の最終介在ニューロンに作用して
その活動を修飾し，さらに運動ニューロンの機能の違いに応じて異なった調節を行っていることが明らかになっ
た。歩行の中枢パターン発生器が脊髄内に存在することは，一般的に予想されているが，その詳細については不
明な点が多い。本研究によって，中枢パターン発生器が反射経路のニューロン活動を，その機能に応じて調節し
ている機構が明らかにされたことは，中枢パターン発生器におけるニューロン構成や歩行運動発現のニューロン
機構を理解する上で大きな進歩であり，高く評価できる。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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